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◆
八
度
目
の
来
日
は
石
垣
島

去
る
七
月
三
十
日
か
ら
八
月
三
日
に
か
け

て
、
李
登
輝
元
総
統
が
石
垣
島
を
初
訪
問
さ

れ
た
。
総
統
を
退
任
し
て
か
ら
八
度
目
、
三

年
連
続
の
来
日
と
な
っ
た
。
石
垣
空
港
に
は

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
の
謝
長
廷
代
表

や
交
流
協
会
の
今い
ま

井い

正た
だ
し理
事
長
、
本
会
会
員

な
ど
が
日
の
丸
の
小
旗
な
ど
で
出
迎
え
た
。

昨
年
の
来
日
に
は
曾
文
恵
夫
人
が
体
調
を

崩
し
た
た
め
同
行
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
年

は
台
中
市
で
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
を
経
営

す
る
長
女
の
李
安
娜
さ
ん
や
、
そ
の
娘
さ
ん

の
黄
怡
丯
さ
ん
な
ど
と
一
緒
に
石
垣
空
港
に

降
り
立
た
れ
た
。
ま
た
、
若
く
し
て
癌
で
亡

く
な
っ
た
長
男
李
憲
文
氏
の
娘
で
、
昨
年
十

二
月
に
結
婚
し
た
李
坤
儀
さ
ん
と
そ
の
ご
主

人
の
趙
贊
凱
氏
も
同
行
し
て
き
た
。

そ
の
他
に
、
李
元
総
統
が
董
事
長
（
理
事

長
）
を
つ
と
め
る
李
登
輝
基
金
会
か
ら
は
、

最
高
顧
問
に
就
任
し
た
前
参
議
院
議
員
の
江

口
克
彦
氏
、
理
事
の
呉
東
昇
氏
や
そ
の
関
係

者
、
秘
書
長
の
王
燕
軍
氏
、
秘
書
、
そ
し
て

主
治
医
、
看
護
師
、
警
護
の
Ｓ
Ｐ
九
名
が
付

き
、
総
勢
二
十
人
に
及
ぶ
訪
問
団
だ
っ
た
。

今
回
の
招
聘
は
、
全
国
青
年
市
長
会
会
長

で
本
会
理
事
の
吉よ
し

田だ

信し
ん

解げ

・
本
庄
市
長
が
代

表
世
話
人
を
つ
と
め
、
同
会
副
会
長
の
中な
か

山や
ま

義よ
し

隆た
か

・
石
垣
市
長
が
副
代
表
世
話
人
を
つ
と

め
る
「
李
登
輝
先
生
沖
縄
県
石
垣
市
招
聘
事

業
実
行
委
員
会
」
で
、
本
会
は
共
催
し
、
全

国
青
年
市
長
会
と
地
元
の
八
重
山
経
済
人
会

議
が
後
援
。
四
十
代
、
五
十
代
が
受
け
入
れ

の
中
核
を
担
っ
た
（
本
誌
10
頁
参
照
）。

日
台
関
係
を
経
済
面
か
ら
よ
り
い
っ
そ
う
深
化
さ
せ
る
「
Ｉo

Ｔ
」
提
携

李
登
輝
元
総
統
が
石
垣
か
ら
日
台
提
携
の
具
体
案

柚ゆ

原は
ら

　
正ま
さ

敬た
か

常
務
理
事
・
事
務
局
長

沖縄県石垣市を初訪問の李登輝元総統にインタビューす
る台湾メディア（ 7月30日、桃園空港）
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本
会
か
ら
は
、
渡
辺
利
夫
会
長
も
全
日
程

に
同
行
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
直
前
に
風

邪
に
よ
る
高
熱
を
発
し
て
や
む
な
く
断
念
。

懇
篤
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
送
り
し
て
い
る
。

本
会
か
ら
同
行
し
た
の
は
、
常
務
理
事
の
梅

原
克
彦
氏
と
辻
井
正
房
氏
、
事
務
局
長
の
柚

原
、
青
年
部
長
の
杉
本
拓
朗
氏
の
四
名
で
、

昨
年
と
同
じ
顔
触
れ
だ
。
梅
原
氏
は
渡
辺
会

長
の
代
理
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
た
。

本
会
は
、
李
登
輝
基
金
会
の
早
川
友
久
秘

書
や
警
護
メ
ン
バ
ー
な
ど
と
、
七
月
半
ば
の

下
見
に
も
参
加
し
、
李
元
総
統
一
行
が
乗
車

す
る
車
輌
や
参
加
者
の
ホ
テ
ル
手
配
な
ど
を

担
当
し
た
。
ま
た
、
七
月
三
十
一
日
の
李
元

総
統
講
演
会
当
日
の
午
前
中
、
都
道
府
県
や

市
町
村
議
員
を
主
な
対
象
に
約
四
十
人
が
参

加
す
る
日
台
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

◆
石
垣
訪
問
の
決
定
経
過

今
回
の
来
日
は
、
い
ま
ま
で
と
様
相
を
異

に
し
、
い
さ
さ
か
唐
突
に
決
定
し
た
。
そ
の

発
端
は
吉
田
市
長
の
発
案
に
よ
る
。

吉
田
市
長
は
、
昨
年
七
月
の
衆
議
院
第
一

議
員
会
館
に
お
け
る
国
会
議
員
を
対
象
に
し

た
講
演
に
深
い
感
銘
を
受
け
、
今
度
は
地
方

の
市
長
や
議
員
を
対
象
に
、
全
国
市
長
会
総

会
が
開
か
れ
る
今
年
六
月
に
東
京
に
お
招
き

し
た
い
と
い
う
計
画
だ
っ
た
。
吉
田
市
長
は

昨
年
十
二
月
初
旬
、
そ
の
案
を
本
会
を
通
じ

て
李
元
総
統
に
打
診
し
た
。

し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に
、
李
元
総
統
は

昨
年
十
一
月
二
十
七
日
に
軽
い
脳
梗
塞
を
起

こ
し
、
退
院
後
に
令
孫
の
李
坤
儀
さ
ん
の
結

婚
式
に
参
列
し
た
以
外
は
、
外
出
を
控
え
ら

れ
て
い
た
。
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、

異
常
寒
波
が
台
湾
を
襲
い
、
今
年
四
月
ま
で

は
日
本
か
ら
の
表
敬
訪
問
や
修
学
旅
行
生
へ

の
講
演
な
ど
も
全
て
断
わ
っ
て
療
養
に
専
念

す
る
と
い
う
日
々
だ
っ
た
。

当
然
な
が
ら
、
い
か
に
人
並
み
以
上
の
体

力
と
は
い
え
、
満
九
十
三
歳
の
高
齢
者
だ
。

体
力
に
自
信
を
持
て
な
く
な
る
の
も
無
理
は

な
い
。
秘
書
た
ち
も
、
東
京
ま
で
は
無
理
な

の
で
は
な
い
か
と
い
う
判
断
だ
っ
た
。

そ
ん
な
状
況
の
と
こ
ろ
に
、
四
月
半
ば
、

全
国
青
年
市
長
会
で
副
会
長
を
つ
と
め
る
石

垣
市
の
中
山
市
長
か
ら
表
敬
訪
問
の
話
が
持

和気あいあいとした雰囲気の中で開かれた中山市長主催
の晩餐会で謝長廷代表の挨拶を受ける李元総統（ 7月30
日、ANAインターコンチネンタル石垣リゾート）

台湾人入植者の苦労を称え、台湾農業者入植顕頌碑前で
同行のご家族と記念撮影（ 7月30日、名蔵ダム湖畔）
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ち
上
が
っ
た
。
吉
田
市
長
は
中
山
市
長
と
相

談
し
て
石
垣
島
に
招
聘
す
る
案
を
ま
と
め
、

中
山
市
長
と
一
緒
に
李
元
総
統
を
訪
ね
た
。

五
月
二
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
席
で
李
元

総
統
は
訪
問
要
請
を
即
決
さ
れ
た
。

台
湾
の
桃
園
空
港
か
ら
石
垣
空
港
ま
で
は

五
十
五
分
。
石
垣
空
港
か
ら
那
覇
空
港
ま
で

は
六
十
分
。
地
図
で
確
認
す
れ
ば
す
ぐ
分
か

る
よ
う
に
、
石
垣
島
は
台
湾
・
宜
蘭
県
の
蘇す

澳お
う

鎮ち
ん

の
す
ぐ
東
に
位
置
し
て
い
る
。
台
湾
に

も
っ
と
も
近
い
与よ

那な

国ぐ
に

島
か
ら
蘇
澳
鎮
ま
で

は
一
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
晴
れ
た
日
に
は

台
湾
の
中
央
山
脈
が
見
え
る
と
い
う
。
そ
の

蘇
澳
鎮
と
石
垣
は
二
三
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
だ

が
、
石
垣
か
ら
那
覇
ま
で
は
四
一
一
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
も
あ
り
、
は
る
か
に
台
湾
の
方
が
近

い
。
こ
の
近
さ
が
石
垣
と
台
湾
の
交
流
を
育

ん
で
き
た
。

李
元
総
統
は
、
石
垣
は
沖
縄
県
の
な
か
で

も
と
り
わ
け
台
湾
と
の
縁
が
深
く
、
日
本
時

代
の
昭
和
八
年
こ
ろ
か
ら
多
く
の
台
湾
人
が

石
垣
に
移
り
住
み
、
戦
中
戦
後
を
通
じ
、
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
の
栽
培
や
缶
詰
製
造
な
ど
で
台

湾
人
が
貢
献
し
て
き
た
こ
と
を
ご
存
じ
だ
っ

た
。
石
垣
な
ら
体
力
面
の
負
担
も
軽
い
。

な
に
よ
り
、
吉
田
市
長
と
中
山
市
長
の
熱

い
気
持
ち
に
ほ
だ
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
に

ま
た
、
地
方
自
治
に
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
情

熱
を
そ
そ
い
で
い
る
と
い
う
、
全
国
青
年
市

長
会
の
市
長
や
若
い
地
方
議
員
の
前
で
話
す

こ
と
に
心
を
動
か
さ
れ
た
よ
う
だ
。

◆
台
湾
農
業
者
入
植
顕
頌
碑

石
垣
空
港
に
到
着
し
た
李
元
総
統
一
行
は

そ
の
足
で
、
島
内
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
す

る
名な

蔵ぐ
ら

と
い
う
、
か
つ
て
台
湾
人
が
入
植
し

た
と
こ
ろ
に
建
つ
「
台
湾
農
業
者
入
植
顕
頌

碑
」
に
直
行
さ
れ
た
。
こ
の
「
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
産
業
と
水
牛
導
入
の
功
績
を
称
え
る
」
顕

頌
碑
は
名
蔵
ダ
ム
の
畔
に
あ
り
、
碑
の
傍
ら

に
は
水
牛
の
像
も
建
っ
て
い
る
。

顕
頌
碑
前
で
は
、
入
植
者
の
二
世
や
三
世

を
中
心
に
つ
く
る
琉
球
華
僑
総
会
八
重
山
分

会
の
方
々
が
日
の
丸
や
台
湾
の
小
旗
を
打
ち

振
っ
て
待
ち
受
け
て
い
た
。

日
差
し
は
ま
さ
に
真
夏
。
気
温
も
三
五
度

近
く
に
上
っ
て
い
た
。
李
元
総
統
一
行
は
特

設
テ
ン
ト
に
入
ら
れ
る
も
、
熱
風
が
吹
き
抜

け
て
ゆ
く
。
李
元
総
統
は
台
湾
人
入
植
者
の

苦
労
と
功
績
を
称
え
ら
れ
た
。

こ
の
夜
は
、
宿
泊
先
の
Ａ
Ｎ
Ａ
イ
ン
タ
ー

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
石
垣
リ
ゾ
ー
ト
で
開
か
れ

た
、
中
山
市
長
が
主
催
す
る
晩
餐
会
に
臨
ま

れ
た
。
李
元
総
統
は
挨
拶
で
曾
文
惠
夫
人
な

ど
の
ご
家
族
も
紹
介
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
が
漂
う
。
同
席
し
た
謝
長
廷
代

表
や
交
流
協
会
の
今
井
理
事
長
、
梅
原
常
務

理
事
な
ど
が
挨
拶
。

日台関係を経済面からよりいっそう深化させるため日台
「IoT」提携を提案（ 7月3₁日、ANAインターコンチネン
タル石垣リゾート）
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◆
日
台
提
携
の
具
体
案
を
発
信

七
月
三
十
一
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
イ
ン
タ
ー
コ
ン

チ
ネ
ン
タ
ル
石
垣
リ
ゾ
ー
ト
に
お
い
て
開
か

れ
た
講
演
会
に
は
、
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
で
離
島

に
も
か
か
わ
ら
ず
五
百
人
を
超
え
る
人
々
が

集
い
、
日
本
ば
か
り
か
台
湾
か
ら
も
駆
け
つ

け
、
李
元
総
統
の
「
石
垣
島
の
歴
史
発
展
か

ら
提
言
す
る
日
台
交
流
の
モ
デ
ル
」
と
題
す

る
講
演
に
聴
き
入
っ
た
。

後
に
こ
の
講
演
は
大
幅
な
修
正
が
加
え
ら

れ
、
月
刊
「
ボ
イ
ス
」
十
月
号
に
掲
載
さ
れ

た
が
、
石
垣
島
と
台
湾
の
歴
史
的
な
交
流
や

経
済
分
野
に
お
け
る
協
力
関
係
は
、
将
来
の

日
台
間
に
お
け
る
地
方
自
治
体
同
士
の
交
流

に
応
用
可
能
で
あ
り
、
将
来
は
「
モ
ノ
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
で
あ
る
Ｉア
イ
ｏオ
ー

Ｔテ
ィ
ーを
主
体
に

し
た
協
力
体
制
に
変
わ
っ
て
い
く
と
す
る
趣

旨
だ
っ
た
（
本
誌
4
頁
参
照
）。

台
湾
人
が
持
ち
込
ん
だ
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
栽

培
や
水
牛
に
よ
る
耕
作
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の

缶
詰
製
造
な
ど
が
石
垣
島
の
一
大
産
業
と
し

て
育
っ
た
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
、
農
業
分
野

で
も
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
活
用
さ
れ
て
い
る
事
例
に
言

及
し
て
い
る
。

李
元
総
統
の
日
本
講
演
の
特
徴
は
、
常
に

日
本
へ
の
提
言
を
盛
り
込
ん
で
い
る
こ
と
に

あ
る
。
石
垣
講
演
で
は
、
日
台
関
係
を
経
済

面
か
ら
よ
り
い
っ
そ
う
深
化
さ
せ
る
た
め
の

方
策
と
し
て
、
日
本
企
業
の
研
究
開
発
力
と

台
湾
の
生
産
技
術
が
力
を
合
わ
せ
れ
ば
世
界

市
場
を
制
覇
す
る
こ
と
も
夢
で
は
な
い
と
し

て
、
日
本
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
軸
と
し
た
経
済
政
策

を
打
ち
出
す
こ
と
を
提
言
さ
れ
た
。
日
本
と

台
湾
は
運
命
共
同
体
の
関
係
に
あ
る
と
す
る

李
元
総
統
な
ら
で
は
の
提
言
で
あ
ろ
う
。

こ
の
講
演
の
翌
日
、
琉
球
華
僑
総
会
八
重

山
分
会
が
開
い
た
歓
迎
晩
餐
会
に
臨
ま
れ
た

李
元
総
統
は
終
始
、
と
て
も
気
分
が
よ
さ
そ

う
で
「
台
湾
万
歳
」
や
「
沖
縄
万
歳
」
と
発

す
る
ほ
ど
。
途
中
で
台
湾
語
を
交
え
、
声
涙

と
も
に
下
る
話
を
さ
れ
る
場
面
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
李
元
総
統
を
拝
し
た
の
は
、

二
〇
〇
七
年
に
「
奥
の
細
道
」
探
索
の
旅
に

同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
以
来
、
初
め
て
の

こ
と
だ
っ
た
。
異
郷
の
地
に
し
っ
か
り
根
を

張
り
、
石
垣
の
人
々
と
も
深
く
交
わ
り
な
が

ら
生
き
る
同
胞
を
見
て
心
に
深
く
感
ず
る
も

の
を
覚
え
ら
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。

八
月
二
日
は
、
李
元
総
統
の
要
望
で
Ｊ
Ａ

石
垣
支
部
が
石
垣
牛
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
き
、
台
湾
の
牛
肉
産
業
の
参
考
と
し
て
石

垣
牛
に
つ
い
て
の
理
解
も
深
め
ら
れ
た
。

八
月
三
日
、
心
配
し
て
い
た
台
風
に
も
遭

わ
ず
、
準
備
し
て
い
た
緊
急
医
療
施
設
の
お

世
話
に
な
る
こ
と
も
な
く
、
李
元
総
統
は
ご

家
族
と
と
も
に
お
元
気
に
石
垣
空
港
か
ら
帰

台
さ
れ
た
。

琉球華僑総会八重山分会の歓迎会では終始リラックス、
踊りを終えた台湾移民の後裔たちをねぎらう李元総統
（ ₈月 ₁日、蓬莱閣）


